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論 文 内 容 の 要 旨
室町幕府 の特質 の一 つは、地域支配体制 にある。そ もそ も室町幕府の職制は、前代の鎌倉幕
府の職 制にな らった点 が多 いが、敵対 をつづ ける南朝勢力 との軍事対抗上、地域支配を担 った
鎌倉府や 各国守護 には前代 よ りも大 きな諸権限が与 え られた。
なかで も鎌倉府 の場合 は、京都 に比肩 しうるほどの政治 ・経済上の要地鎌倉 に所在 し、主 と
して 関東 八 ヶ国 に伊豆 ・甲斐 を くわ えた東 国十 ヶ国の支配 にあた った。室 町幕府 の樹立 にあ
た って鎌 倉は、武家政権 の所在地 として京都 とな らぶ有力候補地で あ り、以後の東国支配 にお
いて第二の首都 とも呼 べるよ うな役割 を果 た した。
各国守護 とちがって鎌倉府で は、室 町将軍足利氏 の連枝が直 々に鎌倉府の首長鎌倉公方 とな
り、 これを関東管領 が補佐 した。最盛期 には幕府 にもひけをと らな いほどの諸権限 を分国内で
行使 し、その職制 も幕府 にな らい整 然 としたものだったと考 え られて いる。往時の鎌倉府は、
あたか も東国の幕府 とで も呼び うるよ うな存在で あった。
強大化 した鎌倉府 は、のちに幕府 との政治 的対立 によって 中絶 し、再興後は結局、鎌倉か ら
下総古河へ と政権 所在 地を移す。鎌 倉公方 の末喬古河公方 は、かつて の関東管領家上杉氏 との
抗争、あ らた に小田原 北条氏の台頭 によって、徐 々にそ の実権 を失 うが、なお東国 の権威 と し
て君臨 しつづけた。室町幕府 の東国支配 において、鎌倉府が果 た した歴史的 な役割は特筆 に値
す る。
以上のよ うな鎌倉府の重要性 にもかかわ らず、 近年まで鎌倉府 に関す る研究 は必ず しも十分
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な状況 にはなかった。 おお まかなが ら近年 まで の研究史 をた どる と、古 くは渡辺世祐氏 の 『関
東中心足利 時代之研究』 があ り、実証面で なお大 きな影響 力を有 している。
鎌倉府 の歴史的な性格 については、永原慶二氏 の 「東 国にお ける惣領制 の解体過程」 によっ
て、鎌倉府 は関東足利 ・上杉氏 の独裁権 力 とされ、東 国大名 を抑圧 的に支配す る体制 と位置 づ
け られ た。 惣領 制の評価や細か な事実 関係 はさてお き、そ のダイ ナミ ックな論説 は以後 の鎌倉
府研究 にお いて長 らく主導 的な位置 を占めた。
1970年代 以降、鎌倉府 が有 した諸権 限か らその実態 に迫る研 究が あ らわれ、鎌倉府研究は深
化 していった。そ の到達点 は、鎌倉府 を地域的なブ ロック権 力とみな した伊藤喜良氏 の成果 に
代表 され る。 いっぽ う佐藤博信氏は、鎌倉府 のみな らず、そ の後 身の古河府 を含めて一体的 に
研究 を進 め、東 国にお ける鎌倉府 ・古河府 の歴史的展開 を{府瞼 した。佐藤氏は、従来鎌倉府か
ら疎外 され ていた とみ られて きた東国大名 をあくまで鎌倉府体制 内の存在 と位置づけ、鎌倉府
研究 にあ らたな視点 を くわ えた。
80年代以降、鎌倉府 に関す る実証的な研 究がふえ、近年 に至る まで多 くの成果が積 み重ね ら
れて きた。 なかで も鎌倉府 の直 臣団 ・直轄領 を網羅的 に検 証 した 山田邦明氏の業績は特筆され
る。ただ し、鎌倉府 の歴史的な性格につ いては、 依然永原氏の理解 にほぼ とどまってお り、鎌
倉府体制 を東国大名 を抑圧的 に支配す る体 制 とみる。それは山田氏同様、鎌 倉府研究 を リー ド
して きた市村高男氏の論調 にも共通す る。 残念なが ら、佐藤 氏が着 目した鎌倉府 と東 国大 名 と
の協調面 につ いては、近年 になって もあま り注意 が払われていないよ うに思 われ る。
近年 目につ くのは、鎌倉府の政治 過程に関す る研 究で、 た とえば 田辺久子氏 の鎌倉公方足利
氏四代の通史や関東管領上杉 憲実 を中心 とした人物 史な どがあげ られ る。 ともに田辺氏 の長 年
にわたる鎌倉府研 究の成果 にもとつ くもので、含蓄 の深 い内容 である。 また、 小国浩寿氏 は、
平一揆の存在形態の究 明な どによって、鎌倉府権 力が単純 に足利 ・上杉権 力とは言 い切れ ない
ことをあき らか にし、 両氏の政治的相克 を とお して鎌倉府 の政治過程 を見通 した。近年 の鎌倉
府研究 の成果 を代表す る力作 といえる。
以 上のよ うな これ までの鎌倉府 に関す る研究史 にお いて、なお残 されて いた課題 と してつ ぎ
のよ うな点 があった。
まず第一 には、室町幕府将軍 の連枝で ある鎌倉公方足利氏 と東国大名 との主従制の展開 を具
体 的に解 明す る ことで ある。
これ まで両者 の主従制展 開のポイ ン トは、鎌倉公方の東国大名への知行宛行権 等の獲得 にあ
る とされ てきた。南北朝 時代、文和2年(1353)の時点 である。 た しかに以後、 た とえば北関
東 の代表的 な東国大名宇都宮 ・結城 ・小栗 ・茂木氏 らは ともに鎌倉公方足利基氏の一字 を拝領
し、それぞれ基綱 ・基光 ・基重 ・基知 を称 した。基氏 は貞治6年(1367)に没す るので、 わず
か15年に満たな いあいだ に彼 ら東国大名は、基氏 に臣従 したのである。 この間、二代室 町将軍
足利義詮 は健在で あ り、彼 らは意識的 に室町将軍ではな く、 鎌倉公方の一字を拝領 している。
こののち東国大名が鎌倉公方か ら実名の一字 を拝領するのが常態化するけれ ども、 はや くも初
代鎌倉公方基氏期の東国では、鎌 倉公方を中心 とする礼的な秩序 が形成 されつつあった。
そ して両者 にとって決定的な意 味合いを もった と思われ るのは、鎌倉公方 の居所鎌倉 に東 国
大名が一定期間伺候 す る在倉制の確 立である。 これまで も幕府分 国内守護 の在京制 は知 られ て
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いた が、在倉制の場合は鎌倉府分国の守護 にとどまらない広範囲の東国大名が在倉 していた。
彼 らは在倉 中は鎌倉公方 に近侍 し、鎌倉公方 との主従 関係 をつよめていった。彼 ら東国大 名の
多 くは、 当時、京都の室町将軍への対面 を果た した ことがなかった とみ られ、観念 上はさてお
き、実質的 には鎌倉公方 こそが彼 らの主君 ともい うべき存在 になって いった。
事実、彼 らには軍役以外 に も、 さまざまな諸役 を鎌倉公方 か ら課 されてお り、鎌倉府体制 内
にお いて重要な位 置づけを与 え られていた。 その点 を象徴 的に示す のが、 甲i斐守護武 田氏 の在
京問題である。 上杉禅秀 の乱後 の混乱 のなかで、 甲斐守護武 田氏が在倉せず に、室町将軍 に在
京 奉公する とい う問題 が もちあがった。 この点 に関 し、 ときの鎌倉公方足利持氏は、現状では
鎌 倉府分 国の甲斐一国を幕府 に没収 され たに等 しい と述べて いる。つ ま り、分国支配 を維持す
るためには分 国守護 の在倉、 も しくは最低 限、守護 の在 国 と一族親類 の在倉が必要 とされたの
であ る。た しか に、た とえば分 国で の所 務遵行 にあた って、それ を実際 に執行す る守護 の在
倉 ・在 国は必要不可欠で あ り、彼が在京奉公す るような状況では守護 によ る分国支配はすで に
破綻 したも同然で あった。 さきの持氏 の述懐は、そ のことを意味 して いよ う。
したが って、現実 に守護等 の支配が一国 内に及ばな いよ うな地域、具体的 には上野 ・下野 ・
常陸 ・陸奥 ・出羽な どでは守護以外 にも、守護 にも比肩 しうるよ うな有力大名の在倉が必要 と
された。守護の職権が及ばな い地域では、彼 らが実質的な 「守護」 として君臨 していたか らで
ある。 とす るな らば、鎌倉府 の分国支配、具体的 には所務遵行 等にあたって、彼 ら東国大名は
欠 くことのできな い存在だった といえ る。鎌倉府は、彼 らの独立性 を一定程度容 認 しなが ら、
機能的 に分国支配 をお こなって いた。 鎌倉府体 制は、 鎌倉府 と東国大名の補完 関係、協調 関係
によ って維持 されていたのであ り、現 実に多 くの大 名 との協 調関係 が失 われ た時点 で、鎌倉府
体制 自体 も破綻の ときを迎えたのであった。
これ まで鎌 倉府権 力の性格 を推 し量る指標 としては、東 国大 名が鎌倉府 にお ける評定等 の構
成 メンバーか否かが問題 にされてきた。 た しかに彼 らの多 くは、評定等 の構成 メンバーで はな
く、その点 か ら鎌倉府 は足利 ・上杉氏 の独裁権 力 と評価 され ている。 しか し、実 際には室町幕
府で も政権運 営にさい し枢機 に関与 できた大 名はほぼ足利氏一 門に限 られ、東国大名 同様、一
門以外 の西国大 名の多 くも幕府評 定等 の構 成 メンバー にな るこ とはなか った。 にもか かわ ら
ず 、幕府 の場 合は足利一 門の独裁権 力 と断 じられては いな い。幕政 は、本質的 には足利氏 の家
政 といって も過言 ではな く、そ こに足利氏一 門 ・譜代以外 の大名が 関与す る方が珍 しいと考 え
るべきであろう。.
鎌倉府評定等 の枢機 に関与す る ことはな くて も、彼 ら東国大名はなお 自 らの要求 を幕府 ・鎌
倉府 の政策 に反映 させ る手段が あった。現存す る史料 によると、た とえば鎌倉府 の場合は、'関
東管領 も しくは御所奉行 を通 じて彼 らのさまざまな要望が鎌倉公方 に寄せ られて いた ことがあ
き らかで ある。そ して場合 によっては、彼 らが鎌倉府 のキ ャステイ ングボー ドを握 る可能性 さ
えあった。事実、上杉禅秀 の乱で は、彼 らの支持が禅秀 の乱 の帰趨 を決 したので ある。
つづ いて、鎌倉府 の分国支配 の変遷 につ いてであ る。本稿では とくに東国の南朝勢力 に注 目
した。 これ まで も鎌倉府分国 には、時期 によって異同があ ることが知 られていたけれ ども、 今
回、南朝勢 力の存在等 に着 目す ることによって、その変遷過程 を明確 にあ とづけ ることができ
た。
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まず 観応の擾乱後の鎌倉 府 「薩唾 山体制」 期においては、南 朝 と結 んだ上杉憲顕が越後 ・上
野両国でなお活発な活動をみせ てお り、幕府 は これ に対処す るために従来 の関東十 ヶ国に くわ
えて越後 も一時的 に鎌倉府 の分 国 とした。 これ によ り鎌倉府 は、越後 ・上野守護 の宇都宮氏綱
を 中心 として上杉勢 を攻撃 し、越後情勢 の変化 に も即応す る ことが可能 となった。宇都宮氏 は
重臣の芳賀 氏を両国の守護代 に任 じて支配 にあたったが、 のちに上杉憲顕が幕府 に帰服 した こ
とによ り、越後 は鎌倉府 の分 国か ら幕府 の分 国に復帰す る。
あ らたに東国南朝勢力の策源地 となったのは信濃 で、 これ に ともなって信濃 も鎌倉府 の分国
とされた。信 濃の場合は、観応 の擾乱以 前にも鎌倉府 の分 国であった時期が あったが、 このた
びの信濃守護 には、関東管 領の上杉朝房 が補任 され、 信濃支配 にあたった。そ してそ の後、信
濃の南朝 勢力が、信濃 守護 上杉朝房率 いる軍勢 によって壊滅 的な打撃 を被 って まもな く、信濃
は幕府分 国に復 したのである。
陸奥 ・出羽の場合は、下 野守護 小山義政 の乱後、そ の遺児若犬丸 の長期 にわた る抵抗活動が
きっかけ となった。若犬丸 の抵抗が、南朝勢 力とも連携 し、 当時鎌倉府 の管轄外で あった陸奥
を巧 みに利用 しなが ら執拗 につづ け られ た ことによ り、 ときの鎌倉公方足利氏満は奥羽両国の
移管 を幕府 に求 め、 ついにそれ は実現 をみ た。 したが って、両国 の鎌倉府移管 にさい し、それ
まで両 国支配 にあたって きた奥州 ・羽州管領斯波氏は、移管後 も幕府か ら従来の地位 を保証 さ
れてお り、両 国の移管が これ まで指摘 のあった幕府 内部 の権 力闘争 とは別 の次元で決定 された
ことを証す る。
興 味ふか いのは、東国 の南朝勢力や反鎌倉府分子がつね に鎌倉府管轄外の地域 を巧み に利 用
して抵抗 を継続 していた点で、鎌倉府 にとってはそ の点が大 きな ジレンマ とな って いた とみ ら
れ る。 したが って、以上 のような鎌倉府分国 の異 同は、基本的 に鎌倉府の移管要請 に幕府が応
じた結果で あった と考 え られ る。分国 の変遷か らうかが えるのは、鎌倉府 の移管要請 を結果的
に幕府 として も無視で きなか った点で、南朝勢力の直接的な脅威が うす らいだ南北朝時代後期
に至 って も、大義名分 として南朝勢力の討滅は鎌倉府 の、そ して幕府の最重要課題であった こ
とがわか る。
もちろん、上記 の諸国の鎌倉府移管は、たん に南朝勢力の討滅のみ を理 由とす るものではな
か ろう。南朝勢 力の討滅は あくまで大義名分で あって、現実 にはそ こに両府のさ まざ まな思惑
が絡んで いた こ とはまちが いな い。ただ し、それで もなお、南朝勢 力の討滅が大義名分 とな り、
幕府が鎌倉府か らの移管要請 を無視できなか った ことは重要 と考 え る。
四
最後 に、鎌倉府治下の東国大名の存在形態 に関 してである。 本稿でふれた長 沼 ・宇都宮 ・那
須氏 は、 ともに惣領職 をめ ぐって一族間 に深刻な矛盾 を内在 させて いた。 これは、多かれ少な
かれ 当時 の東国大名 に共通す る矛盾であ った と考 え られる。鎌倉 府は、当時、 一族 間の相克 に
悩 む東国大 名 を従 えて いたわけで、彼 らの内訂 にそれぞ れ どう対処 して い くのか とい うデ リ
ケー トな 問題 に直面 して いた。
深刻な のは、彼 ら東国大名がそ もそ もは室町将軍の御家人だった ことで、場 合 によっては彼
らの処遇が即、幕府 と鎌倉府 との政治的な対立 に発展す る可能性が あった。現 に那須氏では、
惣領家は幕府、庶子家は鎌倉府 と結んで内訂がつづき、結局、一族間の対立が両府の政治 問題
にまで発展 して いる。宇都宮氏の場合 もほぼ 同様で、やは り惣領 家は幕府、庶子 家は鎌倉府 に
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属 した。つ まり、 以後深 刻化す る両府 の対立 の根底 には、 当時 の東国大名内部の矛盾があった
ことにな る。
見 逃せないのは、宇都宮 ・那須氏で は ともに有 力庶子家が鎌倉府 と結びついていた点である。
ただ し、 そのほか の東 国大名、 た とえば長沼氏や佐竹氏な どでは、惣領家が鎌 倉府 、庶子 家が
幕府 に結びつ いてお り、構 図的 には宇 都宮 氏や那須氏 の場合 とまった く反対で あ った。 した
がって、その点 だけか らで も鎌倉府体制が彼 ら東国大名 を抑圧的 に支配する体 制 と一概 に断 じ
る ことには無理が あると考 えるが、 ともか くも東国大名やその一族 のなかには積極 的に鎌倉府
に結 びついてい こう とす る勢 力が存在 して いた。そ して、東国大名のなかで、鎌倉府 に無二 の
忠節 を励 む、いわば鎌倉府 の御家人 とも呼ぶべ き存在が台頭する にともなって、一 族間の対立、
東国大名間の対立 はよ り深刻化 して いった。そ の点では、両府の対立は東国大名の動向 に規定
されて いた とさえ いえる。
また、鎌倉公方 と東国大名それぞれ との個別的な親疎関係はさておき、彼 らは ともに在倉 し
て、鎌倉公方 に近侍 して いた。すで にふれた ように、彼 らは所領 内での所務遵行等 を鎌倉府 か
ら命 じられ る場合が あ り、鎌倉府 の分国支配 の一翼 を担っていた。 くわえて、個別 に鎌倉府独
自の諸役 を課 されてお り、鎌 倉公方の代が重なるにつれ て、 彼 らは一様 に公方へ の臣従 の度合
いをつ よめつつあ った。その点 を象徴的に示す もの として、冒頭 で注 目した彼 らの実 名がある。
中世武家社会では、男子は元服 にあた って鳥帽子 を着用 し、その加冠役 を鳥帽子親 と称 した。
烏帽子親 には将来 を託すべ き有 力者 を依頼 し、元服のさい には烏 帽子親 か ら実名 の一字 を拝領
す る ことが 多か った。初 代鎌倉公 方基氏 か ら一字 を拝領 した 東国大名 には宇都 宮 ・結城 ・小
栗 ・茂木氏 らがいたが、二代 氏満の代 には宇都宮満綱 ・結城満広 ・小栗満重 ・茂木満知 らのほ
か にも、岩松満国 ・小山満泰 ・千葉満胤 ・大丞満 幹 らがそれぞれ実名 に氏満 の一字 を拝領 して
いる。つ ま り、東国大名 を代表す るよ うな鐸々たる諸家 がそろって鎌倉公方か ら一字 を拝領 し
ていたわけで、 すで に鎌倉公 方が東国における礼的秩序 の中心 とな って いた ことがわか る。 同
様 に、彼 ら東国大名 も鎌倉公 方 を中心 とす る礼的秩序下 にあ り、彼 らも含み込んだかた ちで鎌
倉府体制は維持 されていたのである。
鎌倉府 における年中行事 を記 した 『鎌倉 年中行事』 では、彼 らは 「外様」 と位置づ け られて
いる。本来、外様 とは、 「室 町時代、足利氏 の家 臣で、将軍 の身辺 にある吏僚以外 の者」 とさ
れる。また、「主家に代 々臣従 している譜代 の家 臣に対 し、も とは主家 と同格 の家柄で あった り、
他所者であった りして、そ の家では遅れ て家臣の列 に連 なった者」 ともいう。た しか に 『鎌倉
年中行事』 で 「外 様」 は、そ の他 の中小国人である 「国 人 ・一揆」 と明確 に区別 されてお り、
東国領 主層 のなかで家格 的 にも高い位置 づ けを与 え られて いた ことが うか がえ る。重要 なの
は、すでに指摘 したよ うに彼 らが鎌倉公方 足利氏 に臣従 し、鎌倉公方 を中心 とす る礼的秩序下
にあ った ことで、 『鎌倉 年中行事』 はその点 を明示 している。
五
本稿が明 らかに した点 はほぼ 以上に尽 きる。鎌倉府 は足利 ・上杉氏 の独裁権力で はなか った
し、 また彼 ら東国大名を一方 的 に抑圧す る体 制で もなか った。全盛期 の鎌倉府は、彼 らを体制
内に組み込 んだ地域 政権 としての内実 を有 していたと考 え られ る。
室町幕府 の地 域支配 の政策基 調は辺境分治 にあ り、鎌倉府 のほか にも、奥州管領(の ちの奥
州探題)・鎮西管領(の ちの九州探題)な どが置かれ た。た とえば、 九州 探題今川 了俊 は将軍
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の分身 の論理で、向背常な らぬ九州大名の支配 にあたったが、鎌倉公方の場合 には彼 自身が も
う一人 の将軍 と して東 国大名 に君臨 して いた。鎌倉公方 を中心 とす る礼的秩序は、そ の点 を見
事 に物語 って いる。
結局、今川 了俊は将軍義満 によ って九州探 題の地位 を更迭 されたが、鎌倉公方は容易 に更迭
され る ことがなかった。 もちろん鎌倉 公方 の勢威 がそれを許 さなかった点 もあるが、 大局的 に
は鎌 倉公方 を中心 とする鎌倉府体 制が東 国支 配の安定化 に大き く貢献 していた ことによろ う。
四代公方持氏期 までは、鎌倉府 へのあ らたな足利一族 の派遣や政権 へのて こ入れ は、基本 的に
必要 とされ なかったのである。
ポイ ン トは、や は り東国大 名支配 にあった と考 える。鎌 倉府 は、独立性 のたかい東 国大 名た
ちをみ ごとに統率 してきた。それ は、すで にふれ た彼 らの実 名をみてもあき らかであろ う。 な
かでも三代公方満 兼の代 には、彼 らに 「屋形」 の称号 と朱 の采配 を許 した とされ、 これ は事実
上、守護職拝領 の家格 を付与 した ことにな る。彼 らは独 自の所領支配 を、鎌倉府か らも公認 さ
れた ので あった。鎌倉府か ら分国守護 にも比肩 しうる 「公権」 を与 え られた彼 らは、佐藤博信
氏がすで に指摘 したように、 「鎌倉公方の藩屏」 とも称 しうる存在 とな って いた。
ときに鎌倉府 と個 々の東国大名 との対立が表面化す ることが あって も、幕府の介入がな けれ
ば、それが鎌倉府 と複数の東国大名 との対 立 にまで発展す ることはなか った。 この点は、彼 ら
が鎌倉府 の恒常的 な抑圧 の対象ではなか った ことを物語 って いよう。 山田邦明氏が あき らか に
した鎌倉府直轄領 の変遷 に関 して も、直轄領 の拡大が即、東国大名 の抑圧 につなが って いった
のか どうかは疑問 に思え る。例 をあげよ う。
た とえば、塩谷荘は下野を代表する広大 な荘園で、南北朝前期 には足利氏領 になってお り、
のち鎌倉府の直轄領 となった。鎌倉 時代 以来の塩谷 荘の地頭塩谷 氏は、宇都宮氏の一族で当時、
政治的 には親鎌 倉府派であった。 以後、戦 国時代 に至 るまで塩谷 氏は塩谷荘支配 を維 持 しつづ
け、鎌倉府 の直轄領化 が塩谷 氏の排除 ・抑圧 につながったのではな く、 かえって近 隣領主層の
侵 略 ・介入 を一定程度 防いだ可能性 さえある。 同 じく鎌倉府 の奉公衆 が、 自らの所領 を鎌倉公
方を通 じて寺社 に寄進 している事例 も、や は り直轄領化 と同様 のメ リッ トを期待 しての ことと
思 われる。鎌倉府 の直轄領化 が もつ意 味は、 けっ して一様 ではなかった。
小山義 政の乱 によ り滅 びた小山氏 は、 のち鎌倉府か ら再興 を許 され た。下野支配 にあたって
の政治 的思惑 もあった とみ られ るが、 いっぽ うで伝統的 な東 国大名 を擁護す る側面 も鎌倉府 に
はあ ったので はなか ろうか。二度 にわ た って鎌 倉府 に反 旗 をひ るが え した宇都 宮氏綱 の場合
も、 降伏後 の鎌倉府 の処罰 はさほど厳 しいもので はなか った。小 田氏 の乱 の結末 もしか りで あ
る。鎌倉府体制 の本質 は、 じつ は鎌倉府 と東 国大名 との補完 ・協調関係 にあった し、それは鎌
倉府 の後 身で ある古河府 の長期間 にわた る存続な ど、そ の後 の東国の歴史的な展開か らみて も
あき らか と考 える。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論文は、室町幕府 によ って東国支配のため に設置 された鎌倉府 につ いて領 主層の視座か ら
再検 討 し、その歴史的性格 を明 らか にした ものである。全体 は序 章 ・終章のほか十章か ら構 成
されて いる。
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序章では、研 究史を整理 した上で課題 を設定す る。
つづ く第1章 ～第3章 は、確 立期鎌倉府 の支配体制 の考察 にあて られ る。
第1章 「鎌倉府 『薩唾 山体 制』 と宇都宮氏綱」では、鎌倉府確立の画期 とな った1351年の薩
垣山合戦以後 の体 制(「薩唾 山体制」)を、東国有 力領主 の一 人宇都宮氏綱 に焦点 を当てて分析
する。
「薩唾 山体 制」 における政 治的課題 の第 一は、 旧足利直義党 の多 い越後 ・上野支配 にあった
とし、足利尊氏 との緊密な関係か ら氏綱 が守護 に抜擢 され、そ の支配 を担 当 した とす る。次 に
宇都宮氏の家宰 芳賀氏について検 討 し、そ の卓越 した軍事 力や広範な 人的ネ ッ トワー クが主家
を支えた ことを明 らかにす る。 ついで越後 ・上野守護解任後 の宇都宮氏 と鎌倉公方 との関係 を
分析 し、従 来、 鎌倉府 によって抑圧 されていた と評価 され てきた東国領主層 の位置づ けに再検
討 を迫 る。
第2章 「小山義政の乱 をめ ぐる諸 問題」では、鎌倉府確立期(1380年)に起 こった小 山義政
の乱 を検 討する。
まず、義政追 討 に際 し鎌倉 府分国のみな らず、奥州 国人にまで軍勢催促が行われ た ことを確
認 し(た だ し鎌 倉府 による奥 羽併管以前に同府 が出羽に対す る軍事指揮権 を持 って いた という
学説 は否定)、奥羽 両国が鎌倉府 に移 管 され る端緒 となった当乱の政治史 的意義 を述べ る。次
にこの乱 に対する鎌倉府 の対 応が、幕府 や東国領主な ど諸方面に配慮 したもので あった ことを
論証 し、 これまで鎌倉府 による東国領主層の抑圧 といわれてきた事態が、実 は幕府や領主層 の
了解 を得た ものであった ことを主張する。
第3章 「東国の元中年号文 書 と新田一族」 は、 南北朝 合一以降の東 国南朝勢 力についての考
察で ある。その活動の中心が新 田一族で、小山義政の乱 までは組織 的軍事 力を有 し、それ以降
も反鎌倉府勢力相互 を結びつけ る役割 を果た していた ことを明 らかにす る。 また、鎌倉府分 国
の変遷が、南朝勢力対策 と密接 に結びついて いた とい う指摘 も行 う。
第4章 ～第7章 では、展開期の鎌倉府 によ る東国 ・奥羽領主層の統 合のあ り方 とその矛盾 に
つ いて論 じている。
第4章 「鎌倉府体制下の在倉制 につ いて」では、東国領主層に鎌倉 居住 を義務 づけた在倉 制
につ いて検 討する。,
まず、成立時期 につ いては、小 山義政の乱後 と推定する。 また、在 倉原則を適 用された領 主
の範 囲につ いては、従来、守護 のみ とされて いたの に対 し、有力領主ク ラス にまで広げ られて
いた ことを明 らか にす る。 この ように基礎的事実 を確定 した後 に、有力領主層の在 倉が鎌倉府
の分 国支配上必須 のもので あった こと、在倉制が領主層 を公方 を中心 とす る礼の秩 序へ包摂す
る上 で大 きな意味 をもって いた ことを述べ る。
第5章 「上杉禅秀の乱 と下野」では、鎌倉府体 制解体 の端緒 となった上杉禅秀 の乱(1416年)
の再検討 を行 う。
最初 に、1410年の足利満 隆(公 方 足利持 氏の叔父)の 「陰謀事 件」 を、従 来考 え られて きた
よ うな虚説 ではな く、満隆一禅秀派(以 下、禅秀派)が 山内上杉氏 にかわ って鎌倉府 の実権 を
握 る事に成功 した一種 のクーデ ターであった と位置づ ける。そ して、禅秀 の乱勃発 まで禅秀派
が鎌 倉府 の政権運 営を主導 しつづけ、奥羽 の 「関東御成敗」化 な どを進 めた という重要 な指摘
を行 う。次 に下野 とい う地域 の視 座か らこの乱を検討 し、持氏派 ・禅秀派双方 の誘 因工作 が進
め られた こと、そ のよ うな中で、宇都 宮持綱 が室町幕府 との緊密 な関係 を背 景に持氏方 として
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重要 な働 きを した ことを述べ る。最後 に乱後 の下野情勢 にも触れ、親幕府派 ・親鎌倉府派 とい
う対立 が一 層先鋭化 した とす る。
第6章 「鎌倉公方連枝 足利満隆 の立場」では、鎌倉公方 の兄弟(連 枝)の 処遇 を扱 う。
まず、 幕府 では三代将軍足利義満 の子 の段階で嫡子以外 は僧籍 に入れ るという措置が と られ
て いたに もかかわ らず、鎌倉公方 の場合 は、氏満 の子 の段階で嫡子満兼 を三人 の兄弟(満 隆 ・
満貞 ・満直)が 支 える体制で あった ことを指摘す る。 しか し、次 の公方持氏 の時期 に満貞以外
はすべて 反公方勢 力 と化 したた め、そ の教訓か ら、 ようや く公方成氏 の段階で兄弟全員が僧籍
に入れ られ た とす る。 なお、 この章で は前章で提起 された足利満隆一上杉禅秀体制論 の精緻化
もはか られ ている。
第7章 「鎌倉府 による奥羽支配 につ いて」では、従来、明確 にされて こなか った氏満期か ら
持氏期 に至 る鎌倉府 による奥羽支配 の変遷 を明 らか にす る。
氏満期 の鎌倉府 による奥羽直轄 化(1391年)を、幕府 と鎌倉府 相互の諒解の上で実現 した も
の と評価 し、満兼期 になって鎌倉府 の独 自性が強 まった と述べ る。次 にそ の象徴であ る稲村公
方満貞 の奥羽支配 を検討 し、 当初、満貞は広範な権限 を付与 された ものの次第 に削減 され、鎌
倉府 と稲村公方 が補完 しあいなが ら奥羽 を支配す る体制へ と転換 した とす る。そ して持氏期 の
「関東御成敗」化(1413年)以降、満貞は現地 中継機関的存在 にとどめ られた とす る。
第8章 ～第9章 で は、鎌倉府体制下 にお ける下野有力領主層 の去就 を取 り上げ る。
第8章 「鎌倉府体制下 の長沼氏」では、長沼氏 の動向 に焦点 をあてて、東国の転換期であ る
15世紀 の実相 に迫 る。
15世紀前 半の長沼氏 は、一族が分裂 し、本拠地 も下野 と奥州 とに分かれ るというよ うな状況
にあった。上杉禅秀 の乱、永享の乱、結城合戦 とうちつづ く戦乱 の中で、惣領家は本領下野国
長沼荘支配権 を奪還 し、領主制 を展開 してい く。 しか し、やがて惣領家は家督継承をめ ぐって
分裂、一方 は没落 し、一方 は本拠 を下野国皆川荘 に移 し、名乗 りを皆川氏 と改め、古河公方や
小 山氏 の後 ろ盾 を得 なが ら地域権 力へ の道 を歩んだ。かか る分析 を踏 まえて、従来の国人領主
長沼氏か ら地域権力皆川氏へ単系的 に発展す るという見方 を批判 し、 また、東国の代表的古文
書群で ある皆川文書 の性格 にも説 き及ぶ。
第9章 「持氏政権期 の宇都宮氏」は、15世紀前半 の宇都宮氏 につ いての分析である。 当該期
の宇都宮氏が家督相続 をめぐる一族内部の矛盾 を抱え、 また、近隣の領主であ る長沼氏 とも対
立関係 にあった こと、一方、上部権力 との関係では、室町幕府御家人 としての性格 を もち、 ま
た鎌倉公方 と主従関係 を取 り結んでいた ことを述べ る。 その上で、持氏の政策 によって幕府一
鎌倉府 の対立が深刻化 した際 に矛盾が顕在化 した ことを指摘す る。
第10章 「持氏政権期 の那須氏」では、 まず、応永 ・永享期 の那須氏の分裂状況 と上部権 力 と
の結びつ きに関す る通説 を訂正す る。ついで上杉禅秀の乱以降の持氏 によ る下野支配 の展開 と
領主層 の去就 につ いて検討 し、持氏の専制化は、分国内領主層の分裂 を助長 し、 親幕 府派 と親
鎌倉府派へ の二極分解 を進 め、結局は権力基盤 の綾小化 を招 いた とす る。
終章で は、全体 のま とめがな され、今後の課題が提示 されて いる。
本研究 の意義は、第一 に宇都宮氏 ・長沼氏 ・那須氏な どの精細な分析 によって、領 主研 究の
水準 を一挙 に引き上げた ことであ る。今後 の東国領主研究 の礎石が ここに据え られた と言って
も過言で はない。
第二は、上の点 を踏 まえて、鎌倉府体制 を政権 中枢の側か らではな く、地域の領主の側か ら、
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しか も鎌倉府分 国の周縁部 に位置す る下野や奥羽の視点か ら再検 討 した ことにある。そ の結果
提示 された、鎌倉府 と東国領主層が補完関係 ・協調関係を もってお り、それ故 に領主層が 内在
させ ていた一族 内対立 などの深刻な矛盾が、鎌倉府 ・幕府の政治 的対 立を下か ら規定 したとい
う主張は重要 である。
第 三は、 室町期 東国政治史研究 とレて も大 きな成果 をあげている ことである。持氏初期 の政
治形態 を満 隆一禅秀政権で あると喝破 した点、鎌倉府分国が変遷す る理由を南朝勢 力討滅 との
関係で説明 した点 な ど、今後 の研究 に大 きな影響 を与える に違いない。
第 四は、 史料分析 の方法 に新 生面 をひ らいて いることで ある。根 本史料である古文書 につい
ては、原本調査 も踏 まえ、その一点一点 を内容は もとよ り様式や花押 の細部 にいた るまで厳密
に検 討 し、最大限 の情報 を引き出 して いる。入物比定、年代比定 の手法 も手堅 い。 また、人名
(偏諦 ・官途)を 主従 関係や政治的関係 を解 き明かす史料 として効果 的に利用 して いる ことも
特筆 される。 このよ うな中で、従来、正 当に扱われて こなか った史料 に新 たな息吹 を吹き込む
ことに成功 している。相対的 に史料が少な いとされている 中世東国を研究す る際の一つの範 を
示 した と言 い うるであろう。
以上、本論文 は、室 町幕府研究 あるいは東 国史研究 に新たな地平 を切 り拓いた労作 として、
学界に資す る ところ大 である といえる。 よって、本論文の提 出者は、博士(文 学)の 学位 を授
与 されるに十分な 資格 を有す るものと認め られ る。
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